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1. はじめに

バイオハザード対策用キャビネット（以下 BSC）において、最も重

要な試験は、作業者の安全性試験、試料保護試験、相互汚染の防止試

験である。これらの試験に対し、枯草菌を用いて行なうように規定さ

れている（JIS3800 参照）。この試験は枯草菌を安全キャビネットの内

外で噴霧し、サンプラー等で捕集し、その後培養を行なって行なわれ

る。このため、試験者には正確な操作や微生物の知識が要求される。

安全キャビネットは使用年数により、風速が低下する。このため、

より安全に使用するためには、安全キャビネットを定期的に検査する

ことが望ましい。枯草菌は現地で使用するのは問題があり、実際は風

速、HEPAフィルタ、密閉度の測定を行なうことになっている。 

一方、欧州（EN規格）では枯草菌を用いた試験に代わり、より簡便に実施できる KI-Discus法が代替

法として認められている。この方法は、ヨウ化カリウムを用いる方式であり、初期の試験に加え、納入

時の現地試験、定期検査にも用いることが出来る。KI-Discus法は、まだ JIS規格では認められていない

が、当社では、その作業手順と有効性について知見を得たので、以下に紹介する。

2. KI-Discus法とは

枯草菌をネブライザにて噴霧する代わりにヨウ化カリウム（KI）を図２に示す回転する円盤に滴下し飛散さ

せる方法である。発生された KI 粒子はメンブレンフィルタにて捕集され、図３、４のごとく塩化パラジウム

（PaCl2）にて染色し目視にて計数し、その数により安全性を判断する。表１に JISの菌試験との比較を示す。 

表 1．JIS菌試験と KI-Discus法の試験の比較（作業者の安全性試験） 
JIS規格（菌試験） KI-Discus法 

噴霧する菌(芽胞）
又は溶液の濃度

芽胞液 5～8×10８個/ml ヨウ化カリウム液（1.5％）※ 

（アルコール溶液）
サンプリング法 インピンジャ 6 本及び両端にスリッ

トサンプラー
サンプラー4個
(メンブレンフィルタ)

操作時間 5～6時間 3～4時間（判定時間含む） 
培養時間 24時間～48時間 なし（染色は 30秒～1分） 
※ 噴霧される液滴の数は理論上 6.2×108個であり、菌試験の菌の噴霧量 5～8×108個とほぼ同等
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3. 菌試験と KI-Discus法の相関

菌試験では捕集された菌の合計が 10 個以下（インピンジャ 6 本合計）、KI-Discus 法では捕集された KI

液滴の合計が 62個以下（サンプラー4箇所合計）を合格としている。表２及び図 5に JIS規格の菌試験の

風速条件及び過酷試験の計 6種の実験を各 9回（JIS規格範囲内は 3回）行った結果を示す。図５は横軸を

実験条件、縦軸を菌試験の検出数 10個と KI法の検出数 30個を同レベルとしてプロットしたものである。 

表２．菌試験と KI-Discus法の合否比較（使用機種：BHC-1306ⅡA2） 
風速（m/sec) 菌(10個以下 

で合格） 

KI(62 個以下
で合格） 備考 

流入 給気 

① 0.55 0.33 ◎ ◎ 選定風速（設定風速値） 

② 0.50 0.38 ◎ ◎ JIS の気流バランス試験（風速を設定値より上げ下げし
て気流のバランスを崩した状態の試験） ③ 0.50 0.28 ◎ ◎

④ 0.45 0.23 × ○ JIS の風速バランス試験よりも風速を低下させた試験 
流入、給気風速共に ③＞④＞⑤ ⑤ 0.40 0.18 × × 

⑥ 0.40 0.25 × ○ EN 規格の風速の最低値 

※ 3回連続の合格率 ◎：≒100％、 ○：＞90％ ×：＜50％

・ 表２の如く JIS 試験の範囲内（①②

③）では共に合格となるが、過酷試験

（④⑤⑥）では合否が一致しない。

・ 図 5の如く枯草菌と KIの検出数を比

較すると、ばらつきに違いはあるが相

関がある。

・ KI法の合格基準は本来 62個であるが

JIS規格の菌試験と同等の合格基準と

するためには KI 検出数 30 個程度を

基準とすると合否も同等となる。

4. 結論

KI-Discus 法は JIS 規格の菌試験と相関が取れており、出荷検査、定期検査時等検査として有効であ

ることがわかった。今後当社では、本試験法の活用を図りたい。
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図５．菌試験及び KI-Discus法の検出数 
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